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4,020 万本であり，切り花としてはキクの約 15 億 400






















　しかしながら，2012 年 4 月に茨城県つくば市にある































































切り花を品種ごとに 3 ～ 25 本に束ねて新聞紙で包ん
だ．この内，農研機構で栽培した切り花については，温








の維持条件を参考にした．茎長を約 60 cm に切り戻し，
23°C，相対湿度約 70%，および光量子束密度（PPFD）
約 10 µmol m-2 s-1 の条件下で蒸留水に生け，水揚げ処
理を 2 時間以上行った．香気成分の採取は，温度約





門藤本地区本館内にて， 2013 年 2 月 8 日（試験 1）と
2014 年 1 月 31 日（試験 2）の 2 回実施した（表－ 2）．
カーネーション ‘ 花恋ルージュ ’，‘ クリスティナ ’，‘ コ
マチ ’，‘ ベルタ ’，‘ マンディーサ ’，および ‘ ミルキーウェ
イ ’ の 6 品種と農研機構の育成系統 11K05-72，11Z31-




オ株式会社の育成系統 2009FVE11 と N276sportMF は，
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図－ 1　 香りの官能評価試験供試花






たものを供試した．これらの長さ約 70 cm の切り花を，
試験の 2 日前に採花し，農研機構に乾式輸送した．
　長さ約 60 cm に切り戻した各切り花を，試験の 1 時
間前まで，温度 23℃，相対湿度 70% の条件下で蒸留水
に生けて維持した．試験の 1 時間前に香りの強さや質
に違いが感じられたものを選んで官能評価の供試花とし
た．各供試花の花茎長を 20 cm に切りそろえて，試験
管 1 本につき供試花 1 本を挿した．試験会場に長さ約
2 m の長机を 2 台縦列し，その上にアルファベットで









50%，および PPFD は約 8 µmol m-2 s-1 に保持した．被
験者に，供試花を挿した試験管を手に持って花の香りを
嗅ぐこと，アルファベット順に官能的な香りの強さを 4
段階（1 よく香る，2 香る， 3 あまり香らない， 4 香ら






フ ト js-STAR version9.0.6j （http://www.kisnet.or.jp/
nappa/software/star/freq/chisq_ixj.htm）を用いてカイ
二乗検定による残差分析の多重比較（i 群× j 値の分析）
による各比率の有意差検定を行った．
3　切り花の発散香気成分の経日的な分析
　‘ クリスティナ ’，‘ コマチ ’，‘ シラユキ ’，‘ フランセスコ ’，
‘ マンディーサ ’，および ‘ ミルキーウェイ ’ の 6 品種は，
農研機構野菜花き研究部門の試験圃場で慣行栽培したも
のを供試した．
　図－ 2 の開花ステージの約 70 cm の切り花を温度
23℃，相対湿度約 60%，光量子束密度約 10 µmol m-2 
s-1，および 12 時間日長の条件下で 10 時間の 0.2 mM







PPFD 約 10 µmol m-2 s-1，および 12 時間日長下で維持
した．
図－ 2　採花時の供試花の開花ステージ







et al., 1999）で採取した．切り花をテドラーバッグ（1 
L サイズ ; ジーエルサイエンス株式会社，東京）で包み，
メンディングテープで密封した後，エアポンプと流量
計を用いて，活性炭を通して濾過された空気が 500 mL 
min-1 の流速でテドラーバッグ内を通過するように調整
した．テドラーバッグ内の揮発成分を，Tenax TA チュー
ブ（180 mg; GERSTEL GmbH & Co. KG, Mülheim an der 
Ruhr）によって 1 時間採取した .
５　発散香気成分のGC-MS 分析
　 採 取 し た 揮 発 成 分 を 加 熱 脱 着 シ ス テ ム（TDS2; 
GERSTEL GmbH & Co.）を備えたガスクロマトグラフ質
量分析計（GC-MS Agilent 5975C; Agilent Technologies）
により分析した（Oyama-Okubo et al., 2011）．Tenax 
TA チューブを TDS2 に装填し，採取した香気成分の
加熱脱着を行った．TDS2 の昇温設定は 60°C min-1 と
し，初期温度 30°C，最終温度 250°C，最終温度の維
持は 10 min とした．冷却注入システム（CIS; GERSTEL 
GmbH & Co.）のクライオフォーカシングは -100°C と
した．CIS はスプリットレスモード，昇温設定は 12°
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C s-1，および最終温度は 300°C とした．カラムは DB-
WAX（Agilent 122–7032，長さ 30 m，内径 0.25 mm，
膜厚 0.25 µm; Agilent Technologies）を使用した．キャ
リアガスはヘリウムを用い，流速は 1.0 mL min-1 とした．
GC の温度設定は初期温度 40°C を 2 min 維持した後，
昇温設定 5°C min-1，最終温度 250°C，最終温度の維
持は 5 min とした．MS の四重極温度は 150°C，イン
ターフェイス温度とイオン源温度は 250°C とした．イ
オン化電圧は 70 eV とし，30–300 m/z のマススキャ
ンレンジをモニタした．各化合物を Wiley 9th/NIST 
2011 library search system（Agilent Technologies）
と，上記と同条件下で解析した各標品（純度 > 90%; 
Sigma-Aldrich，Tokyo Chemical Industry，Wako Pure 
Chemical Industries）のマススペクトルおよびリテン
ションタイムで同定した．各揮発成分の発散量は，5，













気成分であるとともに，供試品種の 71% に相当する 25
品種の主要な香気成分であった．安息香酸メチルの発散
量が高かった品種は， ‘ カーネアイノウ 1 号 ’，‘ コマチ
C10’，‘ コマチ ’，‘ ラスティック ’，‘ ミスティ ’，および ‘ チ
キータ ’ だった．最も高い発散量は ‘ チキータ ’ で検出
された 29.1 nmol flower-1 h-1 であった．これらの供試
花からは安息香酸メチルに由来すると考えられるフルー
ティな香りが感じられた． 
　オイゲノールは，供試品種の 71% に相当する 25 品
種に認められ，6 品種の主要香気成分であった．オイゲ
ノール発散量が高い品種としては，‘ 翔 ’，‘ シラユキ ’，
‘ シルクロード ’，‘ マンディーサ ’，および ‘ ミルキーウェ
イ ’ で，これらはいずれも香りが強いあるいは特徴があ
るとして事前に選定した品種であった．最も高い発散量







ルが ‘ シベリア ’ から，安息香酸ベンジルが ‘ シベリア ’，
‘ ミラクルルージュ ’，および ‘ プラドミント ’ からが検
出された．
　‘ フランセスコ ’，‘ コマチ ’，‘ ミスティ ’，‘ ミルキーウェ





































それぞれ 14 nmol flower-1 h-1（供試花 1-G）と 6 nmol 
flower-1 h-1（供試花 1-D）以上になると香りを感じる人























































a ab abc c d d d d d d d a a b b c cd d a b
a a b e d d e e e ec a a bc bc dbc cd
2 3
図－ 3　カーネーション切り花の香気成分分析結果と官能評価結果
A 香気成分発散量と香気成分組成　B 香りの強さの 4 段階評価の割合　C 香りに対する嗜好の 3 段階評価の割合
グループ 1：安息香酸メチルが主要な香気成分組成，グループ 2：オイゲノールが主要な香気成分組成，グループ 3：安息香酸メチ
ルとオイゲノールを同程度の割合で含む香気成分組成 .
供試花は図 –1 を参照 .
異なるアルファベット（小文字）は，評価の割合が有意に異なることを示す（カイ二乗検定，p < 0.05）.
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図－ 4 カーネーション切り花の採花当日から 6 日後までの香気成分発散量とその組成の変化
STS：0.2 mM 硝酸銀と 1.6 mM チオ硫酸ナトリウム ･ 五水和物の混合溶液 .
赤線は，香りの強さを 4 段階（よく香る・香る・あまり香らない・香らない）で評価したとき，被験者の「よく香る，あるいは香る」
の評価が 70% 以上に達した値（図－ 3）．



























STS%3 1 0 1 0 1 0 1 0
-7 */ 2/+ 4/+ ?/+
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より好まれる香りであることが示された（図－ 3A と C）．
安息香酸メチル系では，香りを感じる人の割合が 70%
以上に達すると，オイゲノールの組成比が比較的高い供
試花（2-F と 2-D）を除いて，「好き」の評価も 50% 以
上に達した（図－ 3A，B および C）．オイゲノール系では，






















　安息香酸メチル系の ‘ コマチ ’，‘ クリスティナ ’，お
よび ‘ フランセスコ ’ では，採花 2 日後の香気成分発散
量は，乾式処理前である採花当日の 16 ～ 20% にまで
減少した（図－ 4）．さらに採花 4 日と 6 日後の発散量は，
それぞれ採花当日の 1 ～ 13% と 0.2 ～ 4% にまで減少
した（図－ 4）．これらの発散量の減少は，いずれの品
種でも主に安息香酸メチルの減少によるものだった．‘ フ
ランセスコ ’ は，他の 2 品種と比較して安息香酸メチル
の減少が早く，特に 4 日後以降の STS の未処理区では
それが顕著だった（図－ 4）.
　オイゲノール系の ‘ シラユキ ’，‘ マンディーサ ’，お
よび ‘ ミルキーウェイ ’ では，採花 2 日後の香気成分発
散量は，乾式処理前である採花当日の 30 ～ 51% にま
で減少した（図－ 4）．さらに採花 4 日と 6 日後の発散
量は，それぞれ採花当日の 17 ～ 24% と 8 ～ 14% にま
で減少した（図－ 4）．安息香酸メチル量も多い ‘ マン






散量 14 nmol flower-1 h-1 を上回ったのは開花当日のみ
だった．一方，オイゲノール系では，‘ シラユキ ’ と ‘ マ
ンディーサ ’ が採花 2 日後まで，‘ ミルキーウェイ ’ が採
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Summary
The aim of this study was to understand the characteristics of the scent of cut carnations (Dianthus caryophyllus L.) flowers. 
We investigated the emitted scents of 35 carnation cultivars. Their major scent components were aromatic compounds. We 
classified them into two types. The first was a major scent-type that emits methyl benzoate, with a fruity scent. The second was a 
minor scent-type that predominantly emits eugenol, with a spicy scent. When comparing changes in scent compounds and emission 
after harvest, the methyl benzoate scent-type was preferred but had low durability. While the eugenol scent-type was less preferred, 
it had higher durability but a lower threshold level of emission for smelling scent. Our findings suggest that the main reason why 
many consumers do not know the scent of carnation flowers in our questionnaire survey is because of the rapid scent decline due to 
low durability in cut flowers of the methyl benzoate-type of cultivars.
